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議
長
に 

鵜
川
和
彦 

議
員

　

４
月
21
日
告
示
の
栗
山
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
定
数

を
上
回
る
立
候
補
の
届
出
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
無
投

票
と
な
り
、
12
名
全
員
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
に
は
、
議
長
及
び
副
議
長
を
は
じ
め
今
後

４
年
間
の
議
会
構
成
を
決
定
す
る
「
初
議
会
」
が
開
催

さ
れ
、
議
長
に
鵜
川
和
彦
議
員
が
、
副
議
長
に
藤
本
光

行
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

栗
山
町
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、

正
副
議
長
を
志
す
議
員
に
よ
る
所
信
表
明
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
所
信
表
明
は
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
の
方
向

性
を
明
確
に
し
、
議
会
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

議
員
に
よ
る
選
挙
に
先
立
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
結
果
及
び
議
会
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

副
議
長
選
挙
結
果

　  

藤
本
　
光
行
　
12
票

副
議
長
は 

藤
本
光
行 

議
員

初議会
（第４回臨時会）

５月９日

議
長
選
挙
結
果

　  

鵜
川
　
和
彦
　
12
票
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○
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
土
井
　
道
子 

※

　
副
委
員
長
　
佐
藤
　
　
功 

※

　
委
　
員
　
藤
本
　
光
行

　
委
　
員
　
大
西
　
勝
博

　
委
　
員
　
友
成
　
克
司

　
委
　
員
　
佐
藤
　
則
男 

※

　
委
　
員
　
千
葉
　
清
己 

※

　
委
　
員
　
三
田
　
源
幸

     

委
　
員
　
齊
藤
　
義
崇 

※

　
委
　
員
　
置
田
　
武
司 

　
委
　
員
　
鈴
木
　
千
逸 

※

　
※
印
は
、
広
報
小
委
員
会

　
　
委
員

○
議
会
改
革
推
進
会
議

　
座
　
長
　
三
田
　
源
幸

　
副
座
長
　
藤
本
　
光
行

　
委
　
員
　
佐
藤
　
　
功

　
委
　
員
　
千
葉
　
清
己

　
委
　
員
　
齊
藤
　
義
崇

　
委
　
員
　
鈴
木
　
千
逸
　

　
委
　
員
　
鵜
川
　
和
彦

○
議
　
長
　
鵜
川
　
和
彦

○
副
議
長
　
藤
本
　
光
行

○
監
査
委
員

　
　
　
　
　
大
西
　
勝
博

○
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
三
田
　
源
幸
　

　
副
委
員
長
　
鈴
木
　
千
逸

　
委
　
員
　
藤
本
　
光
行
　

　
委
　
員
　
大
西
　
勝
博
　

　
委
　
員
　
土
井
　
道
子

　
委
　
員
　
置
田
　
武
司

○
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
千
葉
　
清
己

　
副
委
員
長
　
佐
藤
　
則
男

　
委
　
員
　
藤
本
　
光
行

　
委
　
員
　
友
成
　
克
司

　
委
　
員
　
佐
藤
　
　
功

　
委
　
員
　
齊
藤
　
義
崇

○
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
友
成
　
克
司

　
副
委
員
長
　
齊
藤
　
義
崇

　
委
　
員
　
土
井
　
道
子

　
委
　
員
　
千
葉
　
清
己

　
委
　
員
　
三
田
　
源
幸

議
　
会
　
構
　
成つづき



正
副
議
長
選
挙
で
所
信
表
明
演
説

　

議
会
基
本
条
例
の
二
本
柱

が
、
情
報
公
開
と
住
民
参
加
。

今
期
に
つ
い
て
も
広
報
活
動

を
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
。

実
学
か
ら
学
ん
だ
知
識
を
活

か
し
、
町
民
目
線
で
提
言
を

し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に

は
以
下
５
点
。

①
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
*1
の
策
定
。

②
議
会
基
本
条
例
第
８
条
*2

に
お
け
る
議
決
事
項
の
追
加
。

③
議
会
改
革
推
進
会
議
の
活

動
強
化
と
１
年
ご
と
の
議
会

基
本
条
例
の
改
定
。

④
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検

討
。
多
世
代
と
の
意
見
交
換

の
場
と
な
る
よ
う
工
夫
す
る

と
と
も
に
、
議
員
自
身
も
、

議
会
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
説
明
責
任
を
果
た
す

場
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

⑤
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
。

議
長
志
願
者

　
鵜
川
和
彦
議
員

　

副
議
長
立
候
補
に
あ
た
り
、

５
点
述
べ
た
い
。

①
議
会
基
本
条
例
に
則
っ
て
、

公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
に

努
め
る
。

②
議
長
を
補
佐
し
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
努

め
る
。

③
住
民
と
の
か
か
わ
り
を
強

化
し
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

に
努
め
る
。

④
執
行
部
と
は
「
よ
り
よ
い

栗
山
町
を
作
る
」
と
い
う
理

念
を
共
有
し
、
お
互
い
を
高

平成 23 年 3 月議会定例会で栗山町議会基本条例を改正し、正副議長の選出に当たり議長及
び副議長志願者は、本会議で所信表明をすることになりました。
選出は議員全員の選挙によって行われ、所信表明をしない議員にも投票することができ、
その投票も有効となります。

正副議長の選出方法

解説

○
南
空
知
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
友
成
　
克
司

　
　
　
　
　
齊
藤
　
義
崇

　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
功

○
南
空
知
葬
斎
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
千
葉
　
清
己

　
　
　
　
　
土
井
　
道
子

　
　
　
　
　
鈴
木
　
千
逸

○
南
空
知
ふ
る
さ
と

　
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
鵜
川
　
和
彦

○
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合

　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
佐
藤
　
則
男

○
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

     

議
会
議
員

　
　
　
　
　
鵜
川
　
和
彦
　

　
　
　
　
　
千
葉
　
清
己

○
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
友
成
　
克
司
　

　
　
　
　
　
土
井
　
道
子

　
　
　
　
　
三
田
　
源
幸

　
　
　
　
　
鈴
木
　
千
逸

副
議
長
志
願
者

　
藤
本
光
行
議
員

め
あ
う
議
会
と
し
て
い
き
た

い
。

⑤
時
代
の
流
れ
を
感
じ
つ
つ
、

常
に
よ
り
良
い
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
議

会
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
原

点
に
立
ち
返
っ
て
、
議
員
一

人
ひ
と
り
が
議
会
基
本
条
例

の
条
文
に
つ
い
て
読
み
込
み
、

理
念
を
共
有
し
た
う
え
で
、

議
会
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

広
報
活
動
を
重
点
的
に

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
理
念
を
共
有

*1　ＢＣＰ　
　「Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ　Ｐｌａｎ」の略称。緊急事態が発生した際に、
損害を最小限に抑えつつ業務を執行するための対応策

*2　議会基本条例第８条
　町政における重要計画等の決定に参画する観点から、町長の政策執行上の必要性を比較考量
し、栗山町における総合計画などを議決事項として定めている
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栗山町議会議員
　　　　１２名を紹介

　今後４年間、町政を担う１２名の議員の紹介と抱負を、町民の
皆さんにお知らせします。（議席番号順）

　自己紹介　①生年月日　②職業　③趣味・特技　④どうぶつ占い

  ふじもと　みつゆき　　　　
藤本　光行　議員

①
昭
和
15
年
６
月
23
日

②
会
社
社
長　

③
野
球
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

④
気
分
屋
の
サ
ル

①
昭
和
27
年
１
月
３
日

②
ハ
イ
ヤ
ー
運
転
手　

③
音
楽

鑑
賞
、
作
詞　

④
サ
ー
ビ
ス
精

神
旺
盛
な
コ
ア
ラ

①
昭
和
28
年
10
月
７
日

②
会
社
役
員

③
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

④
優
雅
な
ペ
ガ
サ
ス

①
昭
和
39
年
１
月
17
日

②
農
業　

③
読
書
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

④
社
交
家
の
タ
ヌ
キ

①
昭
和
29
年
３
月
30
日

②
無
職　

③
ド
ラ
イ
ブ
・
ど
こ

で
も
寝
ら
れ
る
こ
と

④
強
靭
な
翼
を
持
つ
ペ
ガ
サ
ス

①
昭
和
23
年
５
月
26
日

②
無
職

③
ド
ラ
イ
ブ
、
ピ
ア
ノ
、
短
歌

④
品
格
の
あ
る
チ
ー
タ
ー

住
民
に
直
結
し
、
住
民
の
信
託

に
答
え
、
住
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
、
議
員
と
し
て
ま
す
ま

す
奮
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

勇
気
と
奮
起
を
も
っ
て
「
先
憂

後
楽
」
の
姿
勢
を
貫
い
て
ま
い

り
ま
す
。

・
恵
ま
れ
た
自
然
と
豊
か
な
大

地
を
誇
れ
る
町
に

・
若
い
力
を
育
て
、
活
力
あ
る

町
に

・
福
祉
の
充
実
に
力
を
注
ぐ
町

に・
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
皆
様

の
幸
福
度
が
上
が
る
町
に

今
ま
で
の
議
員
活
動
で
得
た
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
対
応

し
た
持
続
可
能
で
豊
か
な
郷
土

づ
く
り
を
目
標
に
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
確
か
な
発
言
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
特
に
、
産
業
の
発
展

に
力
を
注
ぎ
た
い
。

常
に
地
域
住
民
の
相
談
に
乗
り

な
が
ら
、
皆
様
お
一
人
お
ひ
と

り
に
ど
こ
ま
で
も
寄
り
添
い
、

ど
の
様
な
小
さ
な
声
に
も
必
ず

お
応
え
致
し
ま
す
。　

ま
た
、

町
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、

多
彩
な
政
策
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
栗
山
の
資
源
を
次

世
代
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

ま
す

・
人
を
活
か
し
地
域
を
活
か
す

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す

・
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
す

み
な
さ
ん
の
手
足
と
な
っ
て
、

い
の
ち
と
暮
ら
し
、
福
祉
、
平

和
を
守
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
笑
顔
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
栗
山
を
め
ざ
し
、
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
住
み
や
す
い

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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１
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３ ２

　さとう　　いさお　　　　
佐藤　　功　議員

　どい    　みちこ　　　　
土井　道子　議員

さとう　のりお　　　　
佐藤　則男　議員

ともなり　かつじ　　　　
友成　克司　議員

  おおにし   かつひろ　　　　
大西　勝博　議員

抱　

負

抱　

負

抱　

負

抱　

負

抱　

負

抱　

負



①
昭
和
48
年
11
月
30
日

②
農
業　

③
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

料
理
、
手
品

④
全
力
疾
走
す
る
チ
ー
タ
ー

「
ふ
る
さ
と
の
た
め
、
パ
ワ
ー

全
開
」
を
合
言
葉
に
、
栗
山

町
議
会
議
員
に
立
候
補
し
ま
し

た
。
気
合
は
十
分
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
と
、
よ
く
話
を
し
、

よ
く
聞
き
な
が
ら
、
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

「
政
治
は
ア
ー
ト
な
り
。
サ
イ

エ
ン
ス
に
あ
ら
ず
。
巧
み
に
政

治
を
行
い
、
巧
み
に
人
心
を
治

め
る
の
は
、
実
学
を
持
ち
、
広

く
世
の
中
の
こ
と
に
習
熟
し
て

い
る
人
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

決
し
て
、
机
上
の
空
論
を
も
て

あ
そ
ぶ
人
間
で
は
な
い
」

寺
町
町
内
会
の
高
倉
会
長
を
始

め
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
の

も
と
町
議
会
議
員
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
多
く
の
皆
様
の

ご
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
昭
和
29
年
10
月
31
日

②
無
職　

③
洋
楽
ロ
ッ
ク
を
聴

く
、
サ
ッ
カ
ー
試
合
観
戦

④
感
情
的
な
ラ
イ
オ
ン

①
昭
和
42
年
１
月
７
日

②
農
業

③
ド
ラ
イ
ブ

④
磨
き
上
げ
ら
れ
た
タ
ヌ
キ

①
昭
和
28
年
７
月
31
日

②
会
社
社
長

③
特
に
あ
り
ま
せ
ん

④
物
静
か
な
ヒ
ツ
ジ

①
昭
和
34
年
10
月
14
日　

②
行

政
書
士　

③
音
楽
を
聴
く
、
食

べ
歩
き
・
動
物
と
世
間
話
が
で

き
る　

④
愛
情
あ
ふ
れ
る
ト
ラ

①
昭
和
31
年
５
月
12
日

②
会
社
社
長

③
旅
行
、
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

④
コ
ア
ラ
の
中
の
コ
ア
ラ

絆
を
大
切
に
！

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
！

“
熱
意
”

”
誠
意
”

”
創
意
”

町
民
と
と
も
に
考
え
、
実
行
し

ま
す
。

政
治
的
に
は
立
憲
民
主
党
の
党

員
で
す
が
、
栗
山
町
の
こ
と
に

つ
い
て
は
政
党
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
町
民
フ
ァ
ー

ス
ト
で
行
動
し
ま
す
が
、
判
断

基
準
は
町
民
目
線
を
第
一
に
考

え
て
ど
う
な
の
か
？
が
私
の
信

条
で
す
。

議
会
へ
の
町
民
参
加
を
推
進

し
、
議
員
の
責
務
で
あ
る
「
行

政
の
監
視
」「
政
策
提
言
」
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
栗
山

町
の
将
来
像
を
考
え
、
町
民
の

声
が
反
映
さ
れ
る
活
動
を
目
指

し
ま
す
。

今
後
４
年
間
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
! 
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12 11 10

９ ８ ７

すずき　ちはや　　　　
鈴木　千逸　議員

　うかわ　かずひこ　　　　
鵜川　和彦　議員

さいとう　よしたか　　　　
齊藤　義崇　議員

 おきた　たけし　　　　
置田　武司　議員

　みた　もとゆき　　　　
三田　源幸　議員

    ちば　   きよみ　　　　
千葉　清己　議員

抱　

負

抱　

負

抱　

負

抱　

負

抱　

負

抱　

負

上段左から：佐藤則男議員、佐藤功議員、齊藤義崇議員、土井道子議員、鈴木千逸議員、置田武司議員
下段左から：千葉清己議員、大西勝博議員、鵜川和彦議員、藤本光行議員、友成克司議員、三田源幸議員



6 月 18 日～ 20 日

￥
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
４
億
９
１
３
６
万
５
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
90
憶
４
３
３
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務

委
託
料

　
　
　
　
　
　

43
万
７
千
円

▼
く
り
や
ま
ち
ょ
う
Ｐ
Ｒ
隊

起
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
　

１
５
７
万
７
千
円

▼
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房

導
入
支
援
業
務

　
　
　

１
３
３
５
万
３
千
円

▼
低
所
得
者
及
び
子
育
て
世

帯
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業　

           

２
２
９
１
万
４
千
円

▼
畑
作
構
造
転
嫁
事
業
補
助

金　
　

　
　
　

４
０
５
９
万
６
千
円

更新されるトレーニング機器

くりやまぎかいだより№ 160 6

６月定例会

そ
の
他
の
補
正
予
算

質

疑

千
葉
議
員
　
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
の

導
入
支
援
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
２
名
募
集
し
て

い
る
が
、
既
に
導
入
し
て
い

る
機
器
に
精
通
し
て
い
る
人

材
な
の
か
。

ま
ち
な
か
賑
わ
い
推
進
室
長

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
に

つ
い
て
は
、
機
器
に
精
通
し

て
い
る
人
材
を
募
集
し
て
い

る
。

三
田
議
員　

大
豆
低
温
貯
蔵

施
設
の
整
備
に
よ
り
、
大
豆

の
安
定
的
な
出
荷
・
生
産
増

大
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
だ

が
、
現
在
の
作
付
面
積
と
増

加
の
見
込
み
、
最
大
貯
蔵
量

は
ど
の
程
度
か
。

産
業
振
興
課
長　

栗
山
町

と
由
仁
町
の
共
同
利
用
と

な
る
。
現
在
、
栗
山
町
は

３
７
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
由
仁

町
は
４
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
り
、
来
年
に
は
、
栗
山
町

が
３
９
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
由

仁
町
が
５
６
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
、
合
計
で
１
１
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
増
え
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
貯
蔵
量
は

最
大
２
０
５
６
ト
ン
で
あ

る
。

土
井
議
員　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
に
つ
い
て
、
更
新
内
容

と
利
用
対
象
者
は
。

教
育
次
長　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
は
設
置
か
ら
14
～
15
年

が
経
過
し
、
３
年
計
画
で
更

新
す
る
。
今
回
は
ラ
ン
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
な
ど
８
台
を
予

定
。
対
象
に
つ
い
て
は
、
中

高
生
～
一
般
の
方
を
想
定
し

て
い
る
。

▼
大
豆
低
温
貯
蔵
施
設
等
整

備
事
業
補
助
金

　
　
　

３
億
７
４
８
９
万
円

▼
栗
山
工
業
団
地
分
譲
に
関

わ
る
用
地
確
定
測
量
費

　
　
　
　

１
６
８
万
５
千
円

▼
ロ
ー
カ
ル
版
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
事
業

　
　
　
　
　
　

39
万
８
千
円

▼
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　

80
万
円

▼
栗
山
小
学
校
・
継
立
小
学

校
敷
地
危
険
木
処
理　
　
　

　
　
　
　
　
　

23
万
８
千
円

▼
角
田
小
学
校
敷
地
内
ヤ
ナ

ギ
枯
れ
枝
剪
定　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

75
万
６
千
円

▼
栗
山
中
学
校
耐
震
改
修
実

施
設
計　

　
　
　
　

１
４
４
万
２
千
円

▼
歴
史
的
建
造
物
等
保
存
継

承
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
更
新　

　
　
　
　

７
７
０
万
８
千
円

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
備

修
繕
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
　
　
　
　

１
１
１
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
等

に
伴
う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム

の
改
修　
　
　

39
万
５
千
円

▼
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

【
収
入
】

水
道
管
破
損
事
故
原
因
者
か

ら
の
損
害
賠
償
金　

74
万
円

【
支
出
】

水
道
管
破
損
事
故
に
係
る
配

水
管
修
繕
費
及
び
応
急
給
水

費
用
等　
　
　

46
万
３
千
円

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

繰
越
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ

る
報
告
。

３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決

済
み
の
た
め
報
告
の
み
。

報
　
　
　
　
　
告

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

２
２
９
１
万
４
千
円

　
　
　
　
　
　
　
補
正        



ス
キ
ー
場
の
廃
止
は

常
任
委
員
会
へ
付
託        

条
　
例

介
護
保
険
料
の
軽
減
拡
大
に

よ
る
改
正
。

▼
栗
山
町
公
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

既
に
解
体
済
み
の
ど
う
え
い

団
地
及
び
日
出
団
地
を
別
表

か
ら
削
除
す
る
。

▼
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例10
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
た

め
、
公
共
施
設
使
用
料
に
税

率
引
き
上
げ
分
の
転
嫁
に
関

係
す
る
公
共
施
設
条
例
の
改

正
を
行
う
。

▼
栗
山
町
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
栗
山
町
ス
キ
ー
場
」
に
関

す
る
項
目
を
削
除
す
る
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例法
令
の
公
布
に
よ
る
改
正
。

▼
栗
山
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

内
閣
府
令
の
公
布
に
よ
る
改

正
。

▼
栗
山
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
増
税
に
伴
う
第
１
号

そ
の
他

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

町
内
各
小
中
学
校
教
室
用
パ

ソ
コ
ン
等
一
式

取
得
価
格　

　
　
　

４
０
６
０
万
８
千
円

取
得
の
相
手
方

　
　
　

北
海
道
市
町
村
備
荒

　
　
　

資
金
組
合

▼
曙
団
地
２
号
棟
新
築
主
体

工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額

　
　
　

１
億
３
８
６
０
万
円

業　
　

者　
　

松
原
産
業
㈱

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

本
町
加
入
の
各
一
部
事
務
組

合
に
お
い
て
、
構
成
団
体
の

解
散
に
伴
う
脱
退
の
届
出
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
。

くりやまぎかいだより№ 1607

質

疑

千
葉
議
員
　
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
限
度
額
が
増

加
す
る
対
象
人
数
は
。

税
務
課
長
　
対
象
は
、
90
世

帯
、
２
７
０
万
円
を
想
定
し

て
い
る
。

佐
藤
功
議
員　

公
共
施
設
使

用
料
の
値
上
げ
に
よ
る
利
用

者
へ
の
影
響
は
。

経
営
企
画
課
長　

日
常
的
に

利
用
し
て
い
る
団
体
に
、
説

明
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
で
も
説
明

し
、
一
定
の
理
解
を
得
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

質

疑

三
田
議
員
　
町
内
各
小
中
学

校
用
の
パ
ソ
コ
ン
一
式
と
の

こ
と
だ
が
内
訳
は
。

教
育
次
長
　
合
計
１
３
６
台

の
内
、
児
童
・
生
徒
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
が

１
２
０
台
、
教
職
員
用
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
が
16
台
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
内
、

栗
山
小
学
校
40
台
、
角
田
小

学
校
19
台
、
継
立
小
学
校
19

台
、
栗
山
中
学
校
40
台
、
予

備
２
台
と
な
っ
て
い
る
。

佐
藤
功
議
員　

曙
団
地
２
号

棟
新
築
主
体
工
事
に
つ
い

て
、
２
階
建
て
と
の
こ
と
だ

が
戸
数
は
。

建
設
課
長　

曙
団
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
よ
り
５
年

計
画
で
新
築
す
る
予
定
で
、

今
年
が
最
終
年
と
な
っ
て
い

る
。
１
棟
８
戸
で
１
階
４
戸

ず
つ
の
２
階
建
て
と
な
っ
て

お
り
、
８
戸
の
内
訳
は
、
１

Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
４

戸
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
と
な
っ

て
い
る
。

解説

　提案された議案について詳しく検討するため、その内容を担当している常任委員会に議案の審
査を託すことを「付託する」と言います。
　今回は「栗山町スキー場に関する項目を削除する（スキー場を廃止する）」として提案され　
た「栗山町体育施設条例の一部を改正する条例」について、担当である総務教育常任委員会　　
へ審査を託すことが決まりました。

常任委員会へ付託

廃止が提案された栗山町スキー場



日本の農業・農村を守るために

くりやまぎかいだより№ 160 8

意
見
書

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
」
制
定
以
来
、
生
活
環
境

の
整
備
や
産
業
の
振
興
な
ど

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
多

く
の
集
落
が
消
滅
の
危
機
に

瀕
し
、
森
林
の
荒
野
や
度
重

な
る
豪
雨
・
地
震
等
の
発
生

に
よ
る
林
地
崩
壊
、
河
川
の

氾
濫
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
我
が
国
の

国
土
の
過
半
を
占
め
、
豊
か

な
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
有

す
る
ふ
る
さ
と
の
地
域
で
あ

り
、
都
市
に
対
す
る
食
料
・

水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、

森
林
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の

【
要
旨
】  

　

日
米
貿
易
協
定
交
渉
が
４

月
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る

が
、
す
で
に
、
米
国
か
ら
は

農
業
分
野
で
の
先
行
妥
結
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
上
回
る
関
税
撤

廃
・
削
減
、
輸
入
枠
拡
大
を

求
め
る
業
界
団
体
か
ら
の
圧

力
が
高
ま
っ
て
お
り
、
生
産

現
場
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い

る
。

　

現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
及
び
日

本
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
に

よ
っ
て
牛
肉
や
チ
ー
ズ
な
ど

の
農
産
品
が
前
年
よ
り
輸
入

増
加
す
る
状
況
下
、
こ
の
ま

ま
米
国
の
強
硬
な
要
求
に
屈

す
れ
ば
、
日
本
の
農
業
及
び

関
連
産
業
や
地
域
経
済
・
社

会
が
甚
大
な
影
響
を
被
る
こ

と
に
な
り
、
わ
が
国
の
食
糧

主
権
を
形
骸
化
し
、
国
内
農

業
・
農
村
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
本
町
に
お
い
て
も
、
基
幹

防
止
な
ど
、
多
面
的
・
公
益

的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
れ
は
国
民
共
有
の
財
産
で

あ
り
、
過
疎
地
域
の
住
民
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
」
は
令
和

３
年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効

す
る
が
、
過
疎
地
域
が
果
た

し
て
い
る
機
能
を
今
後
も
維

持
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

過
疎
地
域
に
対
し
て
総
合
的

か
つ
積
極
的
な
支
援
を
充
実

強
化
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を

支
え
て
い
く
政
策
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

過
疎
地
域
に
住
み
続
け
る

住
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
地
域
と
し
て
健
全
に
維

持
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時

に
、
都
市
も
含
め
た
国
民
全

体
の
安
全
・
安
心
な
生
活
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
総
合
的
な

過
疎
対
策
を
充
実
強
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
を
強
く
要
望
す

る
。

産
業
は
農
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
影
響
は
は
か
り
し

れ
ず
、
大
き
な
危
惧
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
。
自
動
車
な

ど
の
対
米
輸
出
の
た
め
に
、

国
民
の
命
の
源
で
あ
る
自
国

の
農
産
物
を
代
償
と
し
て
差

し
出
す
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。

　

世
界
的
に
は
、
頻
発
す
る

自
然
災
害
な
ど
で
食
料
供
給

が
不
安
定
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
る
な
か
、
安

全
・
安
心
な
食
料
を
安
定
的

に
国
民
に
供
給
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
日
米
貿
易
協

定
交
渉
に
あ
た
り
、
わ
が
国

の
食
糧
主
権
及
び
食
料
安
全

保
障
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
下

記
の
と
お
り
要
望
す
る
。

１
．
国
民
へ
の
安
全
で
安
心

な
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す

る
観
点
か
ら
、
わ
が
国
の
食

糧
主
権
と
食
料
安
全
保
障
を

守
る
こ
と
を
基
本
に
、
交
渉

内
容
の
丁
寧
な
情
報
提
供
を

行
い
、
国
民
合
意
が
な
い
ま

ま
交
渉
を
拙
速
に
妥
結
し
な

い
こ
と
。

２
．
農
業
者
へ
の
不
安
を
払

し
ょ
く
す
る
た
め
、
国
内
の

農
業
・
農
村
を
つ
ぶ
し
か
ね

な
い
米
国
の
強
硬
な
要
求
に

屈
す
る
こ
と
な
く
、
重
要
農

畜
産
物
の
関
税
削
減
・
撤
廃

及
び
輸
入
枠
拡
大
な
ど
は
断

じ
て
受
け
入
れ
な
い
こ
と
。

日
米
貿
易
協
定
交
渉
か
ら
日

本
の
農
業
・
農
村
を
守
る
要

望
意
見
書

解説

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめた書類のこと。地
方自治法第 99 条で「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」と定められています。
　今回、議会で決定された意見書は、内閣総理大臣や農林水産大臣等に宛てて提出されます。

「意見書」とは？
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議　件　名
結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

鵜

川

議案第４４号　消費税及び地方消費税の税率引き上げに
　　　　　　   伴う関係条例の整理に関する条例　

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ×○ ○ ○ ○ ○ /

議案第４６号　財産の取得について 可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

※鵜川和彦議員は議長のため採決に加わっていません。

　栗山町議会では、町民の皆さんから議会運営や政務活動費などへの、ご意見ご感想をいただ
くことを目的に「議会モニター」を募集しています。
　任期は令和元年９月１日から令和３年８月３１日まで。（２年間）

【資格】
①年齢満 18 歳以上の町民で公務員、各種審議会議員又は各種行政委員ではない方
②町議会の仕組み及び運営に関心のある方
③町政及び地域社会の発展に関心がある方

【応募方法】
住所、氏名、年齢、電話番号を下記宛先までお知らせください。
●宛先●　   ※電話、ＦＡＸ、Ｅメールも可能です。
　議会事務局
　〒 069-1512　北海道夕張郡栗山町松風３丁目２５２番地
　TEL：0123-73-7517　／　FAX：0123-72-1233
　E メール：gikai-jimukyoku@town.kuriyama.hokkaido.jp

【応募受付期間】
令和元年８月１日 ( 木 ) から８月１９日 ( 月 ) まで
※電話での応募は、平日８時３０分～１７時１５分

【内容】
①会議を傍聴し、当該会議の運営に関する意見を文書により提出する
②「栗山町議会だより」及び「栗山町議会ホームページ」に関する意見を文書により提出する
③議長が依頼した町議会の運営に関する調査事項に回答する
④町議会議員と１年に１回以上、意見交換を行う
⑤政務活動費の使途に関すること
⑥その他議長が必要と認めたこと

議会モニターを募集します！

賛
否
の
公
表

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第６項に「議会は、重要な議案
に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して町民の評価が的確になさ
れるよう情報提供に努めるものとする」と定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案について、掲載しています。
　掲載されていない議案は、すべて全員賛成です。

賛否の公表

解説



町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い

７議員が一般質問

千葉清己 議員

齊藤義崇 議員
①有害鳥獣への危機管理体制は

①「学校経営の抜本的見直し」とは
②町職員の勤務実態は

くりやまぎかいだより№ 160 10

鈴木千逸 議員
①公式ホームページの運営方針は
②救急医療体制の現状・今後は

三田源幸 議員
①プレミアム付商品券の効果は
②消防団の充実・強化に関する具体策は

佐藤　功 議員
①歩道の改修などは
②幼児給食費の「無償化」等は

佐藤則男 議員
①食品ロスの削減へ取り組むべきでは

土井道子 議員
①スキー場を役立てる方法は
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経営改善に向けて検討を進める

介
護
学
校

議
員
　
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
の
本
年
度
の
入
学
生
は
20

人
と
な
り
、
２
学
級
が
維
持

出
来
な
く
な
り
、
１
年
生
は

１
学
級
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
学

生
の
減
少
は
、
本
校
の
み
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
な
傾

向
だ
が
、
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
は
開
校
30
周
年
を
超

え
、
卒
業
生
は
全
道
に
広
が

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
の
卒
業

千葉清己 議員

議
員　

今
回
、
国
家
公
務
員

の
時
間
外
労
働
の
制
限
に
伴

い
、
町
職
員
も
時
間
外
労
働

の
制
限
が
規
則
に
よ
っ
て
施

行
さ
れ
た
が
、

①
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
時
間
外
勤
務
の
制

限
は
国
の
制
度
改
正
に
伴
っ

て
施
行
さ
れ
た
も
の
で
、
や

む
を
得
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
実
効
性
に
つ
い
て
は
「
全

く
な
い
」
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

②
一
般
職
は
時
間
外
勤
務
は

管
理
職
の
命
令
に
よ
り
行
わ

る
が
、
管
理
職
の
勤
務
実
態

は
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

  

　
町
職
員
の
勤
務
実
態
は

時
間
外
の
把
握
進
め
る

                  

生
が
中
核
と
な
っ
て
介
護
職

場
を
支
え
て
い
る
。

　

町
長
は
先
の
議
会
で
の
平

成
31
年
度
執
行
方
針
演
説
の

中
で
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

に
つ
い
て
「
多
様
な
学
生
の

受
け
入
れ
や
、
職
業
実
践
専

門
課
程
の
認
定
を
目
指
す
と

と
も
に
、
学
校
経
営
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
取
り
組

む
。」
と
述
べ
た
が
、「
学
校

経
営
の
抜
本
的
な
見
直
し
」

と
は
何
を
指
す
の
か
。

　

根
幹
に
は
北
海
道
介
護
福

町職員

町
長
　「
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
」
は
「
福
祉
の
ま
ち
栗

山
」
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
だ

が
、
本
年
度
は
入
学
者
数
が

20
名
と
な
り
、
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
繰
入
金
の
も
と
学

校
経
営
を
し
て
い
る
。
総
務

教
育
常
任
委
員
会
の
調
査
報

告
書
を
う
け
４
月
か
ら
教
育

委
員
会
に
「
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
経
営
改
善
会
議
」
を

設
置
し
今
後
の
定
員
並
び
に

学
級
数
の
見
直
し
を
進
め
、

学
生
確
保
対
策
や
町
内
介
護

支
援
事
業
所
と
の
連
携
の
も

と
学
校
存
続
を
図
り
た
い
。

授
業
料
免
除
制
度
に
つ
い
て

は
検
討
課
題
の
一
つ
だ
が
学

校
が
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど

か
ら
現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。

町
長
　
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
上
限
は
、
１
か
月
45
時

間
、
１
年
３
６
０
時
間
と
定

め
、
働
き
方
改
革
の
推
進
を

図
る
目
的
か
ら
国
家
公
務
員

に
準
拠
し
て
運
用
し
て
い

経営改善へ向け見直しが進められる

　「学校経営の抜本的見直し」とは                   

祉
学
校
の
存
続
の
問
題
が
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
募
集
停

止
と
い
う
事
態
も
考
え
ら
れ

る
が
、
私
は
授
業
料
免
除
制

度
等
の
充
実
を
図
り
、
魅
力

あ
る
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

と
な
る
こ
と
が
本
町
の
人
口

減
少
に
対
応
す
る
政
策
で
あ

る
と
考
え
る
。

る
。
大
規
模
災
害
時
等
、
規

定
時
間
を
超
え
て
勤
務
を
命

ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は

職
員
の
健
康
に
最
大
限
配
慮

し
て
実
施
す
る
。

　

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
正

規
の
勤
務
時
間
以
外
の
勤
務

実
態
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
昨
年
人
事
院
か
ら
出
さ

れ
た
「
公
務
員
人
事
管
理
に

関
す
る
報
告
」
に
よ
り
管
理

職
も
含
め
て
職
員
の
超
過
勤

務
の
状
況
を
把
握
す
る
と
の

方
針
が
出
さ
れ
て
お
り
今
後

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。



町
長　

有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
額
は
、
全
国

で
２
０
０
億
円
前
後
で
推

移
し
北
海
道
で
は
、
７
憶

４
９
０
０
万
円
で
、
全
道
的

な
対
策
強
化
に
よ
り
減
少
傾

向
に
あ
る
。
鳥
獣
被
害
は
営

農
意
欲
の
減
退
・
耕
作
放

棄
・
離
農
な
ど
、
農
山
村
地

域
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
本
町
で
も
、
平
成
22
年

　有害鳥獣への危機管理体制は                   

関係機関と連携し対応している

有
害
鳥
獣

議
員
　
今
年
は
、
農
業
者
と

話
し
を
す
る
と
鳥
獣
と
く
に

鹿
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
狐
、
狸

な
ど
出
没
頻
度
が
多
い
よ
う

だ
。
熊
な
ど
の
市
街
区
進
入

も
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、

有
害
鳥
獣
は
、
農
産
物
、
生

命
、
財
産
へ
の
被
害
に
及
ぶ

危
険
性
を
大
い
に
は
ら
ん
で

い
る
。
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齊藤義崇 議員

　

昨
年
よ
り
災
害
対
策
の
一

環
と
し
て
、
町
が
管
理
す
る

河
川
及
び
夕
張
川
へ
の
合
流

の
浚
渫
工
事
が
進
め
ら
れ
た

が
、
工
事
後
に
地
形
が
ハ
ッ

キ
リ
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
か
、
動
物
の
往
路
に

な
り
か
ね
な
い
カ
所
が
散
見

さ
れ
る
。

　

有
害
鳥
獣
へ
の
脅
威
の
回

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

に
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
た
事
か
ら
、
国

の
「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
事
業
」
を
活
用
し
、
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
た
結
果
、

農
業
被
害
は
減
少
し
成
果
が

表
れ
た
。
近
年
は
、
ア
ラ
イ

グ
マ
の
増
加
に
よ
り
対
策
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
生
命
や
財
産
に
被
害
が

及
ぶ
ク
マ
な
ど
市
街
地
へ
の

出
没
も
多
く
発
生
し
て
お
り

住
民
の
不
安
が
続
い
て
い

る
。

①
産
業
振
興
課
が
所
管
し
て

お
り
、
ク
マ
の
目
撃
通
報
が

あ
っ
た
場
合
、
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
現
地
確
認

の
う
え
、
注
意
喚
起
看
板
の

設
置
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
近
隣
住
民
及
び
関
係

組
織
な
ど
へ
広
く
注
意
喚
起

の
啓
蒙
を
行
っ
て
い
る
。

②
必
要
に
応
じ
、
周
辺
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
関
係
機

関
と
の
情
報
共
有
、
相
互
連

携
を
図
り
対
応
し
て
い
る
。

土
日
祝
日
も
対
応
し
、
宿
日

直
者
よ
り
職
員
に
連
絡
が
入

る
体
制
で
あ
る
。

熊の出没を知らせ、注意をうながす看板

避
は
、
自
然
資
源
の
多
い
栗

山
町
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
そ
こ
で
町
長
に
以

下
の
２
点
に
つ
い
て
伺
っ

た
。

①
住
民
へ
の
被
害
や
市
街
区

に
有
害
鳥
獣
が
侵
入
し
た
場

合
、
関
係
各
所
、
緊
急
連
絡

体
制
及
び
、
被
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
整
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
住

民
に
啓
蒙
さ
れ
て
い
る
の

か
。

②
所
管
部
署
の
町
職
員
の
見

回
り
や
、
そ
こ
で
得
た
情
報

の
所
管
部
署
で
の
共
有
、
所

管
部
署
相
互
の
連
携
は
さ

れ
、
危
機
管
理
の
体
制
が
十

分
と
れ
て
い
る
の
か
。
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町
長　

本
町
に
は
公
立
病
院

が
な
い
た
め
、
救
急
医
療
の

受
け
入
れ
は
栗
山
赤
十
字
病

院
で
対
応
し
、
体
制
確
保
の

た
め
、
補
助
金
の
交
付
を
し

て
い
る
。

①
助
成
に
伴
う
具
体
的
な
要

望
に
つ
い
て
は
、
２
次
医
療

圏
の
病
院
に
依
頼
す
る
際

の
、
医
師
か
ら
医
師
へ
つ
な

ぐ
救
急
医
療
搬
送
の
実
態
を

要
望
し
て
い
る
。

②
脳
梗
塞
な
ど
の
後
遺
症
に

つ
な
が
る
病
気
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
栗
山
赤
十
字
病
院

で
は
脳
神
経
外
科
、
循
環
器

内
科
の
専
門
医
が
い
な
い
た

め
、
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
の

受
け
入
れ
は
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
救
急
時
に

情
報
公
開

効果的な情報発信ができるよう見直す

　公式ホームページの運営方針は                  

議
員
　
町
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
行
政
と
住
民
の

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に

も
住
民
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
に
も
、
今
以
上
に
活
用

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
困
っ
た
と
き
に
タ
イ

ム
リ
ー
に
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」「
行

政
の
取
扱
説
明
書
」
の
よ
う

な
情
報
媒
体
で
あ
っ
て
ほ
し

鈴木千逸 議員

                    

救
急
医
療
体
制
の
現
状
・
今
後
は

現
状
町
外
へ
搬
送
、
今
後
強
化
図
る

救急医療
議
員
　
栗
山
赤
十
字
病
院
の

夜
間
・
休
日
に
お
け
る
救
急

医
療
体
制
の
確
保
に
対
し

て
、
９
５
０
０
万
円
余
り
が

補
助
さ
れ
て
い
る
が
、
救
急

医
療
の
確
実
な
実
施
に
つ
い

て
、
町
か
ら
具
体
的
な
条
件

や
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
栗
山
赤
十
字
病
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
救

急
外
来
に
関
し
て
「
脳
血

管
、
整
形
外
科
に
つ
い
て
は

他
の
専
門
病
院
で
の
治
療
を

必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。」
と
あ
る
が
、
脳
梗
塞

な
ど
は
初
期
治
療
を
行
う
時

間
次
第
で
後
遺
症
の
軽
重
が

左
右
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
う
し
た
救
急
患
者
へ
の
対

応
は
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

町
長
の
救
急
医
療
体
制
に

対
す
る
現
状
認
識
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し

た
い
。

町
長　

ま
ち
の
情
報
を
迅
速

町
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、

平
成
24
年
に
全
面
更
新
を
し

た
。
今
後
は
、
町
民
と
の
情

報
共
有
、
町
外
へ
の
効
果
的

な
情
報
発
信
が
で
き
る
よ

う
、
見
直
し
を
し
た
い
。

は
一
刻
も
早
く
、
近
郊
の
専

門
病
院
に
搬
送
し
て
い
る
。

③
現
状
認
識
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
、
栗
山
赤
十
字
病

院
へ
の
救
急
搬
送
は
受
け
入

れ
拒
否
に
よ
り
町
外
の
医
療

機
関
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
か
ら
設
置

す
る
「
栗
山
赤
十
字
病
院
改

築
等
検
討
委
員
会
」
で
病
院

整
備
に
向
け
た
救
急
医
療
体

制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
た

い
。

現在の栗山町ホームページ

い
と
願
う
が
、
現
在
の
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

体
制
と
運
用
方
針
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。



町
長　

①
昨
年
12
月
に
実
施

し
た
消
費
者
購
買
実
態
調
査

に
お
い
て
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
し
て
い
る
。「
商
店
街
を

活
性
化
す
る
た
め
に
期
待
す

る
取
り
組
み
」
と
し
て
、「
共

　プレミアム付商品券の効果は                   

一定の効果がある

商
工
観
光

議
員
　
定
例
議

会
に
「
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品

券
」
に
つ
い
て

補
正
予
算
が
提

出
さ
れ
て
い
る

が
、
過
去
に
も

２
回
ほ
ど
発
行

さ
れ
て
お
り
、

町
民
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
事

業
だ
と
考
え
て

い
た
が
、
今
年

２
月
に
一
部
町
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三田源幸 議員

議
員
　
消
防
団
員
は
日
頃
か

ら
自
分
の
職
業
を
持
ち
な
が

ら
訓
練
や
予
防
活
動
を
行

い
、
有
事
の
際
は
い
ち
早
く

現
場
に
駆
け
付
け
危
険
な
中

活
動
を
さ
れ
、
大
変
心
強
く

思
う
。
近
年
の
異
常
気
象
や

地
震
な
ど
の
対
応
と
活
動
範

囲
は
広
が
っ
て
い
る
が
、
自

ら
団
員
に
な
ろ
う
と
い
う
人

は
少
な
く
、
各
分
団
と
も
欠

員
の
補
充
に
は
苦
労
し
て
い

る
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
消
防
団
員
の
確
保
に
関
し

て
町
長
の
現
状
認
識
は
。

②
消
防
団
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
具
体
策
は
。

                    

　
充
実
・
強
化
に
関
す
る
具
体
策
は

消
防
団
と
連
携
密
に
、
装
備
面
充
実

消防団町
長　

①
消
防
団
員
は
、

１
１
２
名
ま
で
減
少
し
た

が
、
消
防
団
に
よ
る
積
極
的

な
団
員
確
保
の
取
り
組
み
や

女
性
消
防
部
の
設
置
で
、
現

在
定
員
が
１
３
６
名
の
と
こ

ろ
１
３
５
名
ま
で
増
員
し

た
。

　

就
業
形
態
の
変
化
な
ど
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
大
き

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

栗山消防団　春季演習の様子

商品券購入のための行列（2015 年）

②
消
防
団
と
さ
ら
に
連
携
を

密
に
し
て
、
事
業
所
へ
要
請

な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
活
動
用
資
材
な
ど
、

装
備
面
で
の
充
実
・
改
善
も

進
め
て
い
き
た
い
。

通
商
品
券
事
業
・
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
充
実
」
が
上
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
実
績
状
況
も
踏
ま
え
、
一

定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
事

業
と
認
識
し
、
商
品
券
の
流

通
に
よ
る
経
済
効
果
へ
の
期

待
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
な

お
、
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
全
町
民
が
対
象

と
な
る
よ
う
、
町
独
自
の
事

業
実
施
も
予
定
し
て
い
る
。

③
国
か
ら
の
支
援
策
や
経
済

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
判

断
し
て
い
き
た
い
。

民
か
ら
「
効
果
が
疑
わ
し

い
」
と
言
う
声
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
消
費
者
の
意
見

は
。

②
利
用
対
象
店
舗
の
意
見
や

反
応
は
。

③
今
後
も
取
り
組
む
か
。
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町
長　

平
成
２

年
度
、
３
年
度

と
菊
水
通
り

に
「
レ
ン
ガ
通

り
」
事
業
を
実

施
し
た
。

①
菊
水
通
り
の

保
存
に
つ
い
て

は
、
適
宜
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を

歩
道
整
備

計画的に補修を行う

　歩道の改修などは                  

議
員
　
町
内
の
歩
道
は
レ
ン

ガ
歩
道
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
歩

道
が
あ
り
、
歪
み
等
が
随
所

で
目
立
つ
。

①
貴
重
な
財
産
で
あ
る
町
民

一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
刻
ま

れ
た
レ
ン
ガ
歩
道
通
り
の
保

存
の
考
え
は
。

②
レ
ン
ガ
通
り
を
含
む
歩
道

の
デ
コ
ボ
コ
に
よ
り
、
つ
ま

づ
い
た
り
、
転
ん
だ
り
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
、
身
体
に

障
が
い
の
あ
る
方
が
歩
き
づ

ら
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

点
検
と
補
修
の
対
策
は
。

佐藤功 議員

                    

　
幼
児
給
食
費
の
「
無
償
化
」
等
は

ス
ム
ー
ズ
な
業
務
移
行
を
図
る

幼児保育議
員
　
政
府
が
す
す
め
る
消

費
税
10
％
増
税
と
セ
ッ
ト
の

幼
児
教
育
「
無
償
化
」
は
、

全
世
帯
の
３
～
５
歳
児
と
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
０
～
２

歳
児
の
保
育
料
を
無
料
に
す

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
保
育
料

に
含
ま
れ
て
い
た
給
食
食
材

費
を
新
た
に
実
費
徴
収
す
る

中
身
。
こ
の
よ
う
な
階
層
だ

け
で
は
「
無
償
化
」
の
恩
恵

は
な
く
、
消
費
税
増
税
分
だ

け
重
く
の
し
か
か
か
る
。
高

所
得
者
世
帯
と
の
格
差
拡
大

に
つ
な
が
る
消
費
税
増
税
は

負
担
増
に
。

①
無
償
化
に
伴
う
対
象
人
数

は
。

②
保
育
施
設
で
は
新
た
に
徴

収
業
務
が
生
じ
る
が
、
業
務

増
加
に
よ
る
保
育
の
質
の
確

保
は
。

町
長　

本
年
10

月
よ
り
消
費
税

増
税
に
よ
る
子

育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
と
し
て

保
育
所
を
利
用

し
て
い
る
３
歳

か
ら
５
歳
す
べ

て
の
子
ど
も

と
、
０
歳
か
ら

２
歳
の
子
ど
も

の
う
ち
住
民
税

非
課
税
世
帯
の

デコボコが目立つレンガ歩道（菊水通り）

保
育
料
は
無
償
化
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

①
無
償
化
に
伴
う
対
象
人
数

は
、
新
た
な
無
償
化
の
対
象

者
が
１
６
１
名
、
ま
た
、
新

た
な
副
食
費
の
免
除
対
象
者

が
51
名
と
な
っ
て
い
る
。

②
保
育
施
設
で
の
新
た
な
徴

収
業
務
増
加
に
よ
る
保
育
の

質
の
確
保
に
つ
い
て
、
保
育

所
に
通
う
３
歳
か
ら
５
歳
の

子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
う

ち
、
年
収
が
３
６
０
万
円
以

上
の
階
層
の
副
食
費
が
あ
ら

た
な
徴
収
業
務
と
な
る
。

　

つ
い
て
は
保
育
所
等
と
協

議
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
移

行
を
図
り
た
い
。

給食を食べる子どもたち

し
っ
か
り
と
行
い
、
維
持
管

理
に
努
め
る
。

②
レ
ン
ガ
通
り
を
含
む
歩
道

の
点
検
と
補
修
の
対
策
に
つ

い
て
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
と
町
民
か
ら
の
情
報
提
供

に
よ
り
迅
速
な
補
修
対
応
を

す
る
。

③
歩
道
が
な
い
、
ま
た
は
狭

く
危
険
な
個
所
の
対
策
と
補

修
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
10

月
に
町
内
会
・
自
治
会
か
ら

土
木
事
業
要
望
を
集
約
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的

に
補
修
を
し
た
い
。

③
歩
道
の
な

い
、
狭
く
危
険

な
箇
所
の
対
策

と
補
修
の
計
画

は
。



　食品ロス削減へ取り組むべきでは                   

削減に向けて取り組みを進める

食
品
ロ
ス

議
員
　
食
べ
ら
れ
る
の
に

捨
て
ら
れ
る
食
品
ロ
ス
は
、

６
４
３
万
ト
ン
で
、
日
本
人

一
人
あ
た
り
毎
日
茶
碗
約
一

杯
分
の
ご
飯
を
捨
て
て
い
る

こ
と
に
相
当
す
る
。
事
業
系

佐藤則男 議員

が
３
５
２
万
ト
ン
、
家
庭
系

が
２
９
１
万
ト
ン
で
約
半
分

が
一
般
家
庭
か
ら
の
食
品
ロ

ス
で
あ
る
。
本
年
、
５
月
に

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
が
、

全
会
一
致
で
成
立
し
、
国
や

町
長　

①
町
民
及
び
事
業
者

か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
ロ
ス

に
関
し
て
、
実
態
調
査
を

行
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
に
な

い
。

③
災
害
備
蓄
食
品
は
、「
栗

山
町
災
害
時
備
蓄
計
画
」
を

策
定
し
、「
災
害
救
助
用
ク

ラ
ッ
カ
ー
」「
保
存
飲
料
水
」

な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
消
費
期
限
へ
の

対
応
は
、
町
民
の
防
災
意
識

の
向
上
に
役
立
て
る
観
点
か

ら
、
期
限
切
れ
が
近
い
食
品

を
、
町
の
防
災
訓
練
な
ど
へ

の
参
加
者
に
配
布
し
、
有
効

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長　

②
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
１
月
に
残
食
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
昨
年
度
、
１

日
当
た
り
平
均
残
食
率
は
約

20
％
で
、
残
食
は
回
収
し
堆

肥
化
を
図
っ
て
い
る
。

防災訓練などの参加者へ配布される「災害救助用クラッカー」
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自
治
体
、
消
費
者

や
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組

み
国
民
運
動
と
位

置
づ
け
た
。
大
手

コ
ン
ビ
ニ
各
社

も
、
季
節
商
品
の

販
売
を
完
全
予
約

に
す
る
な
ど
、
食

品
ロ
ス
削
減
へ
加

速
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
長
野
県
松

本
市
で
は
、
宴
会

の
食
べ
残
し
を
減

ら
す
た
め
サ
ン
マ

ル
・
イ
チ
マ
ル
運

動
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
と
し

て
、
生
活
困
窮
者

へ
賞
味
期
限
が

迫
っ
た
食
品
を
提

供
す
る
フ
ー
ド
バ

ン
ク
も
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
、
町
民
の
啓

発
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
。

①
町
民
、
事
業
差
の
食
品
ロ

ス
の
実
態
に
つ
い
て
調
査

は
。

②
学
校
給
食
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
の
現
状
と
対
応
、
食
育

を
通
し
て
児
童
生
徒
に
対
す

る
指
導
は
。

③
町
の
災
害
備
蓄
品
の
消
費

期
限
の
対
応
は
。

　

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

教
諭
に
よ
る
給
食
・
食
育
指

導
を
行
い
、
食
事
の
大
切
さ

や
マ
ナ
ー
を
日
々
指
導
さ
せ

て
い
る
。

　

６
月
に
は
、
食
育
月
間
に

合
わ
せ
て
、
教
育
委
員
会
も

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
を
、
教
諭
に

指
示
し
て
い
る
。
残
食
が
な

い
よ
う
栄
養
価
に
配
慮
し
、

給
食
の
提
供
に
努
め
て
い

く
。

生ごみは堆肥化され「栗肥土」として販売される



公
共
施
設

活用方法は今後検討する

　スキー場を役立てる方法は                  

議
員
　
町
長
は
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
で
、
ス
キ
ー
場
施
設

の
老
朽
化
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
し
、
ス
キ
ー
場
を
廃
止

す
る
旨
を
表
明
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
運
営
に
関
わ
っ

た
町
民
た
ち
の
ふ
る
さ
と
栗

山
に
対
す
る
愛
情
と
指
導
力

は
こ
の
栗
山
で
素
晴
ら
し
い

町
民
力
で
あ
る
と
私
は
思
っ

て
い
る
。

　

親
し
ま
れ
て
い
る
公
共
施

設
が
こ
の
ま
ま
幕
を
下
ろ
す

の
は
、残
念
で
あ
る
。ス
キ
ー

場
運
営
に
は
多
額
の
資
金
が

必
要
な
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
お
金
で
は
換
算
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
ス
キ
ー
を
愛
す

る
町
民
の
絆
と
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
の
心
身
を
育
て
、

ふ
る
さ
と
の
冬
を
満
喫
で
き

る
場
が
ス
キ
ー
場
に
は
あ
る

か
ら
だ
。

　

こ
の
運
営
に
関
わ
っ
た
栗

山
ス
キ
ー
連
盟
の
メ
ン
バ
ー

は
、
ス
キ
ー
の
技
術
向
上
の

た
め
の
大
会
、
講
習
を
数
十

年
に
わ
た
っ
て
実
行
し
て
き

た
。

土井道子 議員

　

そ
こ
で
、
ス
キ
ー
場
を
廃

止
す
る
方
向
の
中
で
、
次
の

２
点
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

①
ス
キ
ー
指
導
者
た
ち
が
今

後
も
活
躍
で
き
る
機
会
が
あ

る
か
。

②
栗
山
町
魅
力
発
信
の
た
め

に
現
在
の
ス
キ
ー
場
を
役
立

て
る
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

教
育
長　

①
栗
山
町
ス
キ
ー

場
が
廃
止
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
ス
キ
ー
連
盟
の
指
導
者

の
方
に
は
引
き
続
き
、
小
中

学
校
の
授
業
に
お
け
る
指
導

協
力
の
ほ
か
、
近
隣
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
継
続
し
て
ス

キ
ー
連
盟
主
催
の
授
業
が
展

開
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

②
冬
期
間
、
ス
キ
ー
場
の
ス

スキー大会では多くの子どもたちや保護者などでにぎわった

くりやまぎかいだより№ 16017

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html

ロ
ー
プ
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、
安
全

面
や
管
理
問
題
な
ど
を
考
え

る
と
、
非
常
に
難
し
い
と
考

え
る
。
ス
キ
ー
場
の
跡
地
活

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
御

大
師
山
の
全
体
構
想
の
中
で

検
討
し
て
い
く
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。



９月定例会の開会日

月　　 日～9 3

議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！

は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。会議当日の
受付で傍聴できますので、
役場旧庁舎３階の傍聴席
入口までお越しください。

傍聴
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ひ と こ と
みずの　　よしたか

　「なりたい自分になるために」　

　　　　　　　水野　嘉貴 さん（御園）

表紙の一枚！
夏
本
番
！
　
暑
い
の
で
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

　　　　　　
　
　
　
　
　
　
撮
影
　
佐
藤
　
功

　「なりたい自分になる」ために栗山町へ来ました。まだまだ道
半ばですが２人の子どもも授かり移住して１０年が経ちました。
生まれ育った町の次に長い時間を過ごす第二の故郷となりまし
た。そして、子どもたちにとっては本当の故郷です。今年、小学
校に入学した長男が校歌を口ずさんでいるのを聞いてそれを実感
しました。
　そんな陽気な長男ですが２年前にとびひの菌が体内に入り、全
身の皮が剥がれる病気になりました。その日は土曜日でただ「脇
が痛い」と泣きじゃくる長男を町内の病院ではどこに連れて行け
ばよいのかわからず岩見沢の皮膚科へ連れて行きました。そし
て、その病院で「今すぐ市立病院へ行きなさい」と言われ、そ
こで１週間点滴生活をしてようやく完治しました。妻は４歳の長
男と一緒に入院し、私は１歳の長女を連れて毎晩見舞へ行きまし
た。２人の子ども達の出産もまた岩見沢の産婦人科でした。今、
栗山町では日赤病院の問題に直面しています。町内に総合的な病
院があれば怪我や病気になった時でも早急な対処をしてもらえま
すし、お見舞いへ行くにしてもゆっくりとより親身になって見舞
うことができると思います。
　私が所属する地区には「御園みどりの会」という会があります。
そこでは農業者間の交流、地域に住む人々との親睦、そして農業
技術の習得や最先端の情報習得などに取り組んでいます。所属者
は皆、積極的に行動する人たちです。私も「率先して行動する」
を自身の課題として日々精進するよう心がけています。
　日赤病院の問題を含む栗山町が直面している課題は多数ありま
す。数ある難問に率先して立ち向かっていくリーダーとして議員
の方々には頑張って欲しいと願っています。

8 月 29 日（木） 議会運営委員会
9月 3日（火） 第７回議会定例会
9月 6日（金） 決算審査特別委員会
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